
熊本市熊本市熊本市熊本市ひとりひとりひとりひとり親家庭児童訪問援助事業利用者親家庭児童訪問援助事業利用者親家庭児童訪問援助事業利用者親家庭児童訪問援助事業利用者    

※当日の参加も受付けております

が、資料準備の都合上、事前にお

申込み頂ければ幸いです。その

際はご氏名、ご所属、連絡先をお

伝え下さい。 

※本学には外来用の駐車場が十

分にございません。公共の交通機

関をご利用下さい。 

熊本学園大学 学術文化課 
  〒862-8680 熊本市中央区大江二丁目5-1 

  電話 096-364-8731（直通） 

  FAX  096-364-5201（専用） 
   Email：shafuku@kumagaku.ac.jp 

申申申申しししし込込込込みみみみ・・・・問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    

ポイントポイントポイントポイント    

   日時：2012201220122012年年年年１０１０１０１０月月月月１３１３１３１３日日日日（（（（土土土土）））） 

◆シンポジスト◆    

本学社会福祉学部教授 伊藤 良高   伊藤 良高   伊藤 良高   伊藤 良高   氏氏氏氏      

会場会場会場会場：：：：熊本学園大学熊本学園大学熊本学園大学熊本学園大学４４４４号館号館号館号館１１１１階階階階４１２４１２４１２４１２教室教室教室教室    

参加費参加費参加費参加費：：：：無料無料無料無料            定員定員定員定員：：：：100名名名名    
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主催：熊本学園大学付属社会福祉研究所 

 「五年間の事業及び学生教育の全体報告」 

山西 裕美   山西 裕美   山西 裕美   山西 裕美   氏氏氏氏   本学社会福祉学部准教授 

 「研究結果の報告」 

熊本市子熊本市子熊本市子熊本市子どもどもどもども支援課支援課支援課支援課  
 「事業利用状況など行政の立場から」 

 「事業利用当事者の立場から」 

◆コメンテーター◆    

和田 要   和田 要   和田 要   和田 要       氏氏氏氏      本学社会福祉学部教授 

◆コーディネーター◆    

出川 聖尚子 出川 聖尚子 出川 聖尚子 出川 聖尚子 氏氏氏氏   本学社会福祉学部准教授 

 本学が熊本市と連携協力し、「ひとり親家庭児童訪問援助事業」に取り組んで

丸5年が経つ。本事業はひとり親家庭等の生活支援策の一つであり、本学学生が講

義や学内で研修を受けたうえで、児童訪問援助員として児童の遊び相手等の活動

を行っているものである。この事業をきっかけに学生はひとり親家庭への学びの

機会や場が増え、学内では調査研究活動が展開されている。今回は事業実施から5

年を、行政・事業利用者・研究者の視点から振り返り、成果と課題について語っ

てもらう。 

    14：：：：00～～～～16：：：：00 
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